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米
子
市
の
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
し
て
い
る
啓
成
地
区
で
は
、小
学
校
四

年
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
福
祉
教
育
を

初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

一日
目
は
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
事
前
学
習
を
し
た
上
で
、

ふ
れ
あ
い
の
里
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。館
内

で
提
供
さ
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
学
ぶ

と
共
に
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
な
っ
て
い
る
場
所
を

確
認
し
ま
し
た
。す
る
と
、職
員
が
説
明
す
る

よ
り
も
先
に
子
ど
も
達
の
方
か
ら
、点
字
や
二

段
手
す
り
、階
段
の
す
べ
り
止
め
等
に
つ
い
て
、

ど
う
い
う
理
由
で
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
教
え

て
く
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

二
日
目
は
、教
室
で「
災
害
と
地
域
福
祉
を

学
ぼ
う
！
」と
題
し
た
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
は
地
域
福
祉
に
つ
い
て
学
び
、身
近
な
地

域
で
行
わ
れ
て
い
る
福
祉
活
動
に
つ
い
て
確
認

し
ま
し
た
。そ
の
後
、災
害
時
は
平
時
よ
り
も

更
に
地
域
で
の
助
け
合
い
活
動
が
必
要
に
な

る
こ
と
か
ら
、模
擬
支
え
愛
マ
ッ
プ
づ
く
り
を

し
ま
し
た
。助
け
を
必
要
と
す
る
の
は
ど
ん
な

人
か
、グ
ル
ー
プ
毎
に
活
発
な
意
見
交
換
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

市
社
協
に
よ
る
福
祉
教
育
の
授
業
の
前
に
、

学
校
で
福
祉
に
関
す
る
事
前
学
習
、「
思
い
や

り
」に
関
す
る
道
徳
の
学
習
や
避
難
訓
練
を

さ
れ
て
い
た
た
め
、地
域
で
の
助
け
合
い
や
災

害
へ
の
備
え
の
大
切
さ
を
よ
り
実
感
し
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
、学
校
と
連
携
し
た
福
祉
教
育

の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

※
支
え
愛
マ
ッ
プ
︙
災
害
時
に
避
難
す
る
際
、

手
助
け
が
必
要
な
人
や
声
か
け
が
で
き
る
人
、

避
難
経
路
等
を
記
載
し
た
地
図
の
こ
と
。自

治
会
な
ど
身
近
な
圏
域
で
、住
民
主
体
に
よ

り
作
成
す
る
。

子
ど
も
達
に
つ
な
ぐ

「
ふ
く
し
」の
ま
ち
づ
く
り

啓
成
小
学
校
福
祉
教
育

子
ど
も
達
か
ら
い
た
だ
い
た
感
想

を
紹
介
し
ま
す
。

●
住
み
や
す
い
ま
ち
を
作
る
た
め
に
、

地
域
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
た
り
、
気
づ
か
っ
た
り
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。

●
一
番
大
切
な
の
は
、
人
と
人
と
の
思

い
や
り
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
。

●
近
所
の
人
の
こ
と
を
良
く
知
っ
て
、

災
害
の
時
に
助
け
た
い
。

車いすでの昇降機体験

模擬支え愛マップづくりの様子　　　　
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て
も
、
楽
し
み
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
日
々
を

過
ご
し
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
熊
党
火
曜
会
」
は
、
今
年
度
は
４
月
に

活
動
を
行
い
、
そ
の
後
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
活

動
休
止
と
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
事
業
所

か
ら
指
導
者
を
招
き
体
操
を
行
っ
た
り
、
地

域
の
駐
在
員
さ
ん
に
詐
欺
防
止
に
つ
い
て
お
話

し
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
し
ば
ら

く
し
て
参
加
者
の
自
宅
に
不
審
な
電
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
お
話
し
を
思
い
出
し
、
駐
在

員
さ
ん
に
相
談
し
て
事
な
き
を
得
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
に
て
集
ま
っ
た
際
に
情

報
交
換
を
す
る
こ
と
に
よ
って
、
参
加
者
皆
さ

ん
の
防
犯
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
活
動

を
中
止
し
て
い
る
期
間
中
も
、
ご
近
所
同
士
、

お
互
い
の
こ
と
を
気
に
か
け
な
が
ら
過
ご
し
て

い
ま
す
。

今
ま
で
の
活
動
の
中
で
楽
し
み
を
共
有
し

た
り
、
つ
な
が
っ
て
き
た
間
柄
だ
か
ら
こ
そ
、

サ
ロ
ン
活
動
の
場
だ
け
で
な
く
、
普
段
か
ら

お
互
い
を
気
遣
い
な
が
ら
生
活
を
続
け
、
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
次
回
は
福
米
東
地
区
を
紹
介
し
ま
す
。】

巌
地
区
で
は
２
つ
の
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ

ロ
ン
が
活
動
し
て
お
り
、
ど
ち
ら
の
サ
ロ
ン
も

集
ま
っ
て
の
活
動
だ
け
で
な
く
、
活
動
日
以

外
の
日
常
的
な
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。「

し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
」
は
約
９
年
前
か
ら
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
月
１
回
の
開
催

で
し
た
が
、
回
数
を
増
や
し
た
い
と
の
参
加

者
か
ら
声
が
あ
り
、
月
２
回
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
よ
なG

O
G
O

体
操
な
ど
４
種
類

の
体
操
を
そ
の
時
々
で
行
い
、
そ
の
あ
と
は
主

に
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
サ
ロ

ン
の
世
話
人
が
初
め
に
作
品
の
手
本
を
作
り
、

そ
れ
を
参
考
に
各
々
で
ア
レ
ン
ジ
す
る
の
で
す

が
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
が
出
て
参
加
者

の
皆
さ
ん
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。
作
品
が

出
来
上
が
る
と
達
成
感
が
あ
り
、
ま
た
作
品

を
発
表
で
き
る
公
民
館
祭
が
あ
る
こ
と
で
や

り
が
い
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
無

理
な
く
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
、
楽
し
い
こ
と

が
大
切
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
予
定
通
り
の
活

動
が
で
き
な
い
中
、
家
で
も
作
れ
る
も
の
を

持
ち
帰
っ
た
り
、
世
話
人
が
コ
ピ
ー
し
た
塗

り
絵
を
配
る
な
ど
、
集
ま
れ
な
い
期
間
が
あ
っ

熊党火曜会 事業所から講師を招いての体操

3
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香
典
返
し
・
玉
串
料
返
し
寄
付
（
敬
称
略
）

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

啓

成

博

労

町
佐
々
木
　
俊
雅

二
万
円

御
尊
父

宏
様

錦

町
中
原
　
祐
二

金
一
封

御
母
堂

美
津
子
様

明

道

四
日
市
町
細
川
　
忠
義

金
一
封

御
母
堂

延
子
様

日

野

町
吉
川
　
由
江

金
一
封

御
主
人

倫
雄
様

長

砂

町
森
本
　
初
美

金
一
封

御
尊
父

野
島
一
郎
様

長

砂

町
加
藤
　
志
信

金
一
封

御
母
堂

栽
子
様

陽

田

町
後
藤
　
茂
信

金
一
封

御
内
室

美
知
枝
様

就

将

錦

海

町
石
﨑
　
博
一

金
一
封

御
令
姉

文
子
様

目
久
美
町
塚
本
　
理
佳
子

金
一
封

御
主
人

保
夫
様

中

町
曽
田
　
茂
子

一
万
円

御
主
人

秩
弘
様

目
久
美
町
藤
本
　
国
子

金
一
封

御
主
人

久
雄
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

義

方

岩

倉

町
岩
井
　
洋

金
一
封

御
尊
父

勇
様

安
来
市
伯
太
町

八
幡
　
ま
ゆ
み

金
一
封

御
尊
父

由
井 

稔
様

観
音
寺
新
町
安
木
　
緒
嗣

二
万
円

御
尊
父

信
喜
様

住

吉

上

後

藤
小
竹
原
　
史
子

金
一
封

御
主
人

浩
治
様

安

倍
小
谷
　
昇

金
一
封

御
内
室

瑞
乃
様

旗

ヶ

崎
富
田
　
澄
子

金
一
封

御
母
堂

小
澤
勝
枝
様

上

後

藤
西
本
　
洋
二

金
一
封

御
令
兄

宣
男
様

上

後

藤
中
村
　
暢
宏

金
一
封

御
尊
父

哲
朗
様

上

後

藤
上
嶋
　
隆
久

金
一
封

御
尊
父

悳
様

旗

ヶ

崎
岩
田
　
英
代

三
万
円

御
主
人

英
利
様

車

尾

上

福

原
田
中
　
美
恵

金
一
封

御
母
堂

谷
本
幸
子
様

中

島
山
中
　
茂
樹

金
一
封

御
母
堂

妙
子
様

中

島
中
原
　
雪
江

金
一
封

御
主
人

雅
一
様

加

茂

米

原
大
森
　
幸
生

金
一
封

御
尊
父

皓
様

両

三

柳
先
灘
　
光
二

金
一
封

御
内
室

美
智
子
様

河

崎

河

崎
落
合
　
誠

金
一
封

御
尊
父

潮
様

河

崎
井
原
　
純
一

金
一
封

御
母
堂

崎
子
様

河

崎
小
谷
　
誠

金
一
封

御
尊
父

操
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

福

生

東

皆

生
井
原
　
誠
二

金
一
封

御
尊
父

清
様

上

福

原
川
井
　
憲
治

金
一
封

御
尊
父

市
太
郎
様

皆

生
八
幡
　
吉
美

五
千
円

御
尊
父

定
己
様

福

生

西

錦

町
野
田
　
明

金
一
封

御
尊
父

旭
彦
様

上

福

原
佐
田
　
勝
重

金
一
封

御
母
堂

敏
子
様

福

米

東

東

福

原
濵
先
　
秀
行

五
万
円

御
母
堂

幸
子
様

西

福

原
藤
原
　
剛
司

金
一
封

御
尊
父

葊
志
様

米

原
相
野
　
真
二

金
一
封

御
尊
父

隆
壽
様

西

福

原
坂
田
　
宏
志

金
一
封

御
尊
父

友
宏
様

米

原
葊
戸
　
正
彦

金
一
封

御
母
堂

澄
子
様

米

原
嶋
本
　
正
教

金
一
封

御
内
室

静
枝
様

福

米

西

西

福

原
市
川
　
明
以

金
一
封

御
尊
父

勇
様

西

福

原
渡
辺
　
俊
美

金
一
封

御
尊
父

栄
様

西

福

原
髙
田
　
里
美

金
一
封

御
尊
父

本
生
太
郎
様

崎

津

葭

津
渡
部
　
達
也

金
一
封

御
母
堂

晴
惠
様

葭

津
吉
岡
　
眞
澄

金
一
封

御
母
堂

春
枝
様

大

崎
塚
原
　
育
枝

一
万
円

御
母
堂

小
笹
惠
美
様

大

崎
木
村
　
直
人

金
一
封

御
尊
父

博
昭
様

社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め

善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
令
和
3
年
6
月
1
日
～

令
和
3
年
8
月
31
日
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住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

葭

津
松
本
　
広
志

金
一
封

御
母
堂

昭
代
様

大

崎
⻆
　
孝
二

一
万
円

御
母
堂

春
枝
様

大

崎
渡
部
　
茂
樹

金
一
封

御
尊
父

弘
毅
様

大

篠

津

大
篠
津
町
浜
田
　
宗
彦

金
一
封

御
祖
母

和
子
様

大
篠
津
町
本
池
　
春
夫

金
一
封

御
子
息

和
郎
様

大
篠
津
町
本
池
　
禎

金
一
封

御
尊
父

皎
様

和

田

和

田

町
平
井
　
一
隆

金
一
封

御
尊
父

賢
次
様

和

田

町
安
藤
　
和
弥

金
一
封

御
母
堂

正
子
様

大
篠
津
町
井
田
　
幸
成

金
一
封

御
母
堂

光
子
様

和

田

町
安
井
　
守

金
一
封

御
母
堂

カ
ズ
コ
様

和

田

町
矢
倉
　
昭

金
一
封

御
母
堂

多
恵
子
様

和

田

町
松
本
　
孟

金
一
封

御
令
弟

志
郎
様

和

田

町
矢
倉
　
一
夫

金
一
封

御
母
堂

初
子
様

和

田

町
安
酸
　
一
樹

二
万
円

御
尊
父

茂
様

富

益

大

崎
赤
沼
　
千
惠
美

金
一
封

御
主
人

英
明
様

成

実

吉

谷
杉
原
　
雄
三

金
一
封

御
母
堂

チ
ヱ
子
様

宗

像
佐
々
木
　
義
夫

金
一
封

御
母
堂

百
合
子
様

奥

谷
瀬
尾
　
尚
史

金
一
封

御
尊
父

鹿
壽
様

奥

谷
米
川
　
慎
一

金
一
封

御
内
室

幸
子
様

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

石

井
世
良
田
　
博
美

金
一
封

御
尊
父

義
男
様

尚

徳

別

所
前
田
　
久
枝

金
一
封

御
義
母

規
子
様

永

江

西
伯
郡
大
山
町

山
上
　
博
子

金
一
封

御
母
堂

中
本
敏
代
様

永

江
小
早
川
　
茂

金
一
封

御
尊
父

顯
様

五

千

石

諏

訪
小
林
　
健
治

金
一
封

御
尊
父

薫
様

八

幡
槙
原
　
敬
二

金
一
封

御
母
堂

満
子
様

福

市
斉
木
　
秀
子

金
一
封

御
主
人

正
貴
様

諏

訪
吉
原
　
晶
子

金
一
封

御
尊
父

岡
田 

昭
様

巌

蚊

屋
小
川
　
祝
子

金
一
封

御
主
人

薫
様

二

本

木
藤
岡
　
頼
雄

金
一
封

御
内
室

美
恵
子
様

蚊

屋
塚
崎
　
康
夫

金
一
封

御
尊
父

守
様

蚊

屋
髙
橋
　
正
憲

五
千
円

御
母
堂

久
子
様

春

日

下

新

印
山
本
　
清
次

三
万
円

御
母
堂

越
子
様

一

部
牧
田
　
一
宏

金
一
封

御
尊
父

輝
夫
様

水

浜
舩
越
　
保

金
一
封

御
母
堂

富
美
子
様

下

新

印
安
本
　
均

金
一
封

御
母
堂

志
磨
子
様

水

浜
舩
守
　
進

金
一
封

御
母
堂

末
子
様

○
寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、寄
付
者
ご
本
人
の
意
志

に
よ
る
も
の
で
す
。

○
本
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、所
得
税
、市・県
民
税
の

寄
付
金
控
除・税
額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

住
所

氏
　
名

金
額

物
故
者

大

高

尾

高
小
谷
　
忠

金
一
封

御
母
堂

美
枝
様

尾

高
後
藤
　
浩
三

金
一
封

御
尊
父

料
光
様

尾

高
木
下
　
和
義

金
一
封

御
母
堂

幸
枝
様

尾

高
野
口
　
純
一

金
一
封

御
尊
父

眞
様

県

日

下
松
本
　
直
樹

金
一
封

御
尊
父

康
照
様

日

下
山
根
　
誠

金
一
封

御
尊
父

礼
二
様

日

下
西
村
　
薫
子

金
一
封

御
母
堂
松
下
喜
美
枝
様

福

万
松
原
　
昭
雄

金
一
封

御
内
室

美
皇
子
様

河

岡
石
田
　
喜
子

金
一
封

御
主
人

敏
雄
様

淀

江

淀

江
吹
野
　
博
年

金
一
封

御
母
堂

二
三
様

今

津
大
場
　
明
夫

金
一
封

御
母
堂

靖
子
様

淀

江
林
原
　
隆

金
一
封

御
母
堂

裕
子
様

大

和

西
伯
郡
日
吉
津
村

山
路
　
慎
一

金
一
封

御
母
堂
松
原
三
津
子
様
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令和2年度 事業報告
米子市社会福祉協議会では、誰もが自分らしく安心して暮らせる福祉のまちづくりを目指し、

様々な業務を通して地域福祉の推進に取り組みました。

1. 法人運営事業
●会の運営（理事会・評議員会）
●社協だより・ホームページによる情報発信
●顕彰の実施

2. 地域福祉活動事業
●地域支援事業
  ● 福祉のまちづくりプラン（地区版地域福祉活動計画）取組支援
  ● 住民の支え愛地域づくり推進事業
●小地域ネットワーク活動
  ● 在宅福祉員による見守り援助活動の実施
  ● ふれあい・いきいきサロン活動支援
  ● 支え愛マップづくり活動支援
●地区社会福祉協議会活動支援事業
●地域福祉活動計画の推進
●ボランティア活動、福祉教育
  ● ボランティアの育成、相談、コーディネート
  ● レクリエーション講座・こころの健康講座
  ● 情報誌「ぼらんてぃあ情報」の発行
  ● ボランティア体験事業　 ● 介護支援ボランティア事業
  ● 福祉教育推進校助成
●福祉バス運行事業
●募金・福祉団体の事務局運営、活動支援

3. 生活支援・総合相談事業
●生活困窮者自立支援事業
●フードパートナー事業
●日常生活自立支援事業
●ふれあい総合相談事業
●生活福祉資金、たすけあい金行貸付事業
●地域包括支援センター運営事業
●ファミリー・サポート・センター事業

4. 介護事業
●通所介護事業（中央デイサービスセンター、
　よどえ通所介護事業所）

ま　ち

5. 福祉の地域づくり収益事業
●米子市内の小中学校へ 本を贈ろうプロジェクト

令和2年度 決算の概要

収入

単位：円

収入 383,694,297円
支出 383,694,297円

基金取崩収入（26,700,000）

その他の収入
（1,675,816）

介護保険事業収入
（91,945,844）

負担金収入
（280,000）

事業収入
（1,947,677）

貸付事業収入（1,230,000）

受託金収入
（129,263,833）

共同募金配分金収入
（17,873,626）

補助金収入
（43,080,200）

寄付金収入
（8,018,251）

会費収入（24,598,000）
前年度から繰越（21,383,340）

退職預け金、積立金取崩収入
（15,697,710） 収益事業（68,131）

地域包括
支援センター事業
（77,513,452）

共同募金配分金事業
（17,873,626）

介護事業
（70,118,631）

生活支援・相談事業（41,986,648）

地域福祉活動事業
（34,242,127）

法人運営事業
(99,870,611)

次年度へ繰越（42,021,071）

支出

新役員を紹介します
令和3年6月23日任期満了による役員改選を行い、次の皆さんに新役員に就任いただきました。

誰もが安心して暮らせるまちづくりを目指し、役職員ともに取り組んでまいります。

尚、評議員は本会ホームページ「社会福祉協議会とは」 ⇒ 公表書類 ⇒ 評議員名簿をご覧ください。
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役職 氏名 団体等

会長 田　後　良　文 春日地区社会福祉協議会長

副会長 奥　田　　　登 米子市自治連合会長

〃 種　田　　　進 地区社会福祉協議会長連絡会会長

〃 中　曽　登志子 米子市民生児童委員協議会会長

理事 八　幡　廣　子 啓成地区社会福祉協議会長

〃 手　島　仁　美 就将地区社会福祉協議会長

〃 足　森　雅　已 加茂地区社会福祉協議会長

役職 氏名 団体等
理事 岩　佐　弘　志 福米東地区社会福祉協議会長

〃 足　立　新　治 夜見地区社会福祉協議会長

〃 松　田　史　郎 尚徳地区社会福祉協議会長

〃 杵　築　俊　朗 義方地区自治連合会長

〃 足　芝　通　秋 河崎地区自治連合会長

〃 武　良　賢　治 崎津地区自治連合会長

〃 脇　坂　喜　啓 成実地区自治連合会長

役職 氏名 団体等
理事 村　瀬　　　豊 米子市公民館連合会代表

〃 角　　　喜美江 社会福祉法人遊歩理事長

〃 遠　藤　良　子 米子更生保護女性会代表

常務理事 石　原　慎　吾 米子市社会福祉協議会事務局長

監事 堀　安　宗　威 福生東地区社会福祉協議会長

〃 松　本　　　眞 学識経験者



ボランティア入門講座
公開講座では、いつ起こるか分からない災害に対して、基
礎的な知識や心構えを学びます。また12月にはボランティア
活動を始めてみたい方への一歩をお手伝いします。

※『ボランティア活動とは』の講座は、令和4年2月にも行います。
※新型コロナウイルス感染症の状況により、開催を中止とする場合もあります。
【対　  象】市内に在住・在学・在勤で、次の①または②の方を
対象とします。
①これからボランティア活動を始めようと考えている方
②ボランティア活動にブランクのある方
※公開講座については、①・②以外の方も参加できます。
【申込締切】各講座とも、定員になり次第締め切ります。

日にち

公開
講座
10/22
(金)

10：00
〜
12：00

10：00
〜
11：00

12/17
(金)

時 間 内容／講師 定員 場 所

ふれあいの里
2階

ボランティア
研修室②

20
人

10
人

『災害ボランティア講座』
～災害時、自分にはどんなことができるの？～
•ボランティアの心得
•災害ボランティアセンターの役割
や仕組み
【講師】日野ボランティアネットワーク

森本 智喜さん
『ボランティア活動とは』
•ボランティアの心構え
•米子市内での活動状況
【講師】米子市ボランティアセンター職員

※手話・要約筆記が必用な方は申込時にお伝えください。

お問い合わせ・お申込み
米子市ボランティアセンター（休館日：水曜）
☎23-5455　F37-3855

米子ファミリー・サポート・センター
援助会員養成講習会

主に自宅で子どもを預かることのできる「援助会員」を広
く募集しています。市内に在住の方であれば、特に年齢・性
別・資格は問いません。子どもが好きで、子育ての応援がした
い！と思っている方。
“地域で見守る子育て支援の輪”に参加しませんか？

【と　   き】10月25日(月)・26日(火)　　
午前10時～午後3時30分までの予定。

【内  　 容】「事業説明」「心と体の発達とその問題」
「救急講習」など
※２日間とも受講されなければ会員登録となり
　ません。

【と こ ろ】米子市公会堂　集会室
【受 講 料】無料
【申込締切】10月20日(水)

お問い合わせ・お申込み
米子ファミリー・サポート・センター
☎32-0016　F32-0026

レクリエーション講座
コロナ禍でも、地域活動やサロン活動で活用できるレクリ
エーションをご紹介します！

【対　象】地域で世話役として活動している方。または、これ
から活動を始めようと考えている方。
【参加費】無料
【申込み】
　１人１講座のみ、またサロン・団体で申し込みの場合は２人
まで参加可能とさせていただきます。

日にち

11/8
（月）

11/22
（月）

11/15
（月）

11/29
（月）

10：00
〜
11：15

10：00
〜
11：30

時 間 内容／講師 定員 場 所

各
15人

各
10人

『チェアヨガや歌リズム・歌体操を
やってみよう！』

【講師】みのかや運動処よらいや
NESTAパーソナルフィットネストレーナー

大島雅子さん
※2回とも同じ講座内容です。

『暮らしの中の折り紙』

日本折紙協会 折紙講師
黒田祥男さん

※2回とも同じ講座内容です。

【講師】
福祉レクリエーションワーカー

ふれあいの里
2階

ボランティア
研修室②

先着順

※新型コロナウイルス感染症の状況により、開催を中止とする
　場合もあります。

※手話・要約筆記が必用な方は申込時にお伝えください。

お問い合わせ・お申込み
米子市ボランティアセンター（休館日：水曜）
☎23-5455　F37-3855

お問い合わせ 米子市社会福祉協議会　☎23-5490

米子市民余芸大会
12月11日に米子コンベンションセンターで予定していまし
た歳末恒例の社会福祉チャリティーショー「第41回米子市民
余芸大会」は、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、
開催を中止いたします。
ご理解いただきますようお願い申し上げます。

米子市社会福祉大会
毎年10月に、本市の社会福祉事業に貢献された方々を顕彰
し、また福祉にかかわる講演を行っておりました「米子市社会
福祉大会」ですが、今年は新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、やむを得ず開催を中止させていただきます。

開催中止のお知らせ
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皆様のご意見・ご感想を
お聞かせください。 0859‐23‐54950859‐23‐5490

furesato@chukai.ne.jp はじめ
ました

お問い合わせ 米子市共同募金委員会　☎23-5490

赤い羽根共同募金運動が10月１日から全国一斉に始まります。
赤い羽根の募金運動は、町の人のやさしい気持ちを集める
運動です。あなたのやさしさが、あなたの声かけが、あなたの
行動が、きっと、町を変えていくはじめの一歩となるはずです。
子どもからお年寄りまで、みんなが一緒に安心して暮らせる
町づくりのために、皆様のご支援、ご協力をお願い申し上げま
す。なお、募金運動は皆様お一人おひとりの善意に基づき行わ
れるものですので、皆様の自発的な意思が十分に尊重される
ようにご配慮をお願いいたします。

本年度、米子市共同募金委員会への助成金
14,488,291円の内訳

高齢者見守り援助活動・いきいきサロン活動支援など  11,245,291円
子育て支援・福祉教育推進事業など･･････････ 1,744,250円
地域ボランティア活動支援など･･････････････ 1,332,750円
民間社会福祉施設助成金として ･･･････････････ 166,000円

詳しくは全戸配布されるチラシをご覧ください。

株式会社 松本組
米子市富益町69-5

賛助会員ご紹介

よ
な
ご
社
協
だ
よ
り

1
6
4
令
和
3
年
10
月
1
日
発
行

発
行
／
米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会
　〒
6
8
3‐0
8
1
1 

米
子
市
錦
町
1
丁
目
1
3
9‐3「
ふ
れ
あ
い
の
里
」内
　Tel
0
8
5
9‐2
3‐5
4
9
0
　Fax
0
8
5
9‐2
3‐5
4
9
5

印
刷
／
合
同
印
刷
株
式
会
社 

米
子
市
和
田
町
2
0
0
5‐2
　Tel
0
8
5
9‐2
5‐1
1
6
1
　Fax
0
8
5
9‐2
5‐1
2
3
2

Vol.

松本組は、昭和 30 年 8 月に創業した建築会社です。創業
来 66 年にわたり、公共施設をはじめ工場、商業施設、個人住
宅など様々な建築工事を通じ、豊かで住みよい地域造りに努め
てまいりました。現在、当社は21 世紀の課題である循環型社
会の構築を目指し、「人にやさしく」「環境にやさしい」建物造
りをコンセプトに、研修や資格取得などを通じ社員一人一人の
施工技術の高度化を図るとともに、建築資材の効率利用によ
る資源の消費抑制と環境負荷の低減に積極的に取り組んでお
ります。これらの取り組みにより、自然豊かな地域環境の維持
と、そこで暮らす住民の皆様に満足と安心が提供できるものと
考えております。
現在、社会福祉協議会様の賛助会員として地域福祉活動に
協力をさせていただいておりますが、これからもこの取り組み
を継続するとともに、地域に必要とされる会社として社会貢献
活動を行ってまいりたいと思います。

私たちは「人にやさしく」「環境にやさしい」
建物造りを目指しています

賛助会員加入ご協力のお願い
　賛助会費は、社会福祉活動を行うための貴
重な財源となっております。米子市社会福祉協
議会の地域福祉活動を財源面から支援、協力
して下さる方を募集しております。

●旭ビル管理株式会社
●一般社団法人 山陰言語聴覚士協会

新しい賛助会員（法人・団体）を紹介します。

広告掲載について
配 布 先

自治会加入世帯・賛助会員企業・市内小中学校・
市内公民館・市役所窓口・ホープタウン・県内の
社会福祉協議会

発行枚数 46,000部

金　　額 1枠（9cm×5cm） 10,000円

広告掲載
しませんか？
詳しくは米子市社会福祉協議会まで

お問い合わせください。


